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１３．快適で質の高い生活を実現する公共空間のリデザインに関する研究開発 
 

■ 目的  

社会資本整備重点計画では「インフラ分野の脱炭素化・インフラ空間の多面的な利活用に

よる生活の質の向上」を重点目標に掲げており、インフラの機能・空間を多面的・複合的に

利活用することにより、インフラのストック効果を最大化し、国民の生活の質を向上させる

ことが求められている。この実現には、当初想定した要求のみに適合した公共空間を、社会

情勢やニーズの変化に合わせて最適化すること(=リデザイン)が必要となる。 

本研究開発プログラムでは、美しい景観と良好な環境に溢れた快適で質の高い生活の実現

のため、インフラを多面的かつ複合的に利活用することを支援する公共空間のリデザイン技

術を開発することを目的とする。 

 

■ 貢献  

地域を豊かにする歩行空間の計画・設計技術、多様なニーズに対応した郊外部道路空間の

計画・設計および維持管理技術、および景観改善の取組を円滑化するための評価技術を開発

し、成果の技術基準への反映や実務者用ガイドラインとして提供することで、豊かさを実感

できる国土形成、観光政策、まちづくり・地域振興事業等の推進に貢献する。 

 

■ 達成目標および令和７年度に得られた成果・

取組の概要 

 

① 地域を豊かにする歩行空間の計画・設計技術の開発 

本研究は、車依存が前提となる地方小都市の中心市

街地を対象に、拠点施設から人の賑わいを波及させる歩

行空間の計画・設計手法の確立を目的とする。令和 7年

度は、歩行行動を誘発する街の構造の質的要素と規模の

定量的関係を明らかにするため、欧州小都市 20 箇所の

実地調査および国内地方小都市での街歩きモニター調

査を実施した。その結果、街歩きの印象分布と街区サイ

ズとの関係を定量的に指標化した（図-1）。 

また、街路樹の維持管理効率化に向けて、積雪寒冷地

の主要 10 樹種について 3次元点群データを取得し、年

間成長量を定量的に把握した。これにより、自然樹木を

前提とした既存の成長曲線式と街路樹の成長特性の差

異を示した（図-2）。さらに、落雪・落枝が課題となっ

ている国道 5 号「赤松街道」を対象に、3 次元点群デー

タに基づく危険樹形の把握方法を提示し、道路管理者に

管理方法を提案した。 

図-2 街路樹の枝張りの予測値と実測値
の比較。（剪定を受ける樹種で
は、1 年間の成長量が予測値より
大きい） 

図-1 上）モニターによる街歩き範囲
と印象出現間隔 下）国内外都
市毎の街区のブロック辺長 

海外 国内 

街区辺⾧の中央値分布
は 60-80m で、国内外
の違いは大きくない。街
路階層性や質が印象に
影響することを把握。 

モニターの印象的な空間・
出来事分布は 50-170m
毎。街歩き距離/範囲に応
じ大きくなる傾向を把握。 

予測値

実測値



②  多様なニーズに対応した郊外部道路空間の計画・設計及び維持管理技術の開発 

「沿道の溜まり空間」の計画・設計技術に関

して、ビッグデータにより溜まり空間の立寄率

を把握し、実現場での実装を通じた検証実験の

計画立案を行った（図-3）。  

「標識・標示」の計画・設計技術に関して、

標識の改善試案および標識全般に対する道路

利用者アンケート調査の集計・分析を行った。

その結果、改善試案への印象と標識全般に求め

られる性能を把握した（図-4）。 

「サイクル走行空間」について、自転車道の

凍上対策や補修工法の調査を実施した。釧路阿

寒自転車道では、凍上対策前と凍上対策 6年後

の路面性状を調査し、その結果、凍上抑制層増

厚工法の有効性を把握した（図-5）。 

「無電柱化」では、令和 6年度に発行したト

レンチャー工法のマニュアルを地域防災拠点

「道の駅るもい」の前面道路に適用し、従来工

法からトレンチャー工法へ変更する設計支援

を行ったところ、作業日数の半減、人員の削減、

約 7%のコスト縮減の実績を得た。 

③ 景観改善の取組を円滑化する

ための評価技術の開発 

景観改善の取組の価値の評価に

あたり、景観価値の成因を反映し

た具体的な評価手法の確立と信頼

性向上を第一の目標として、景観

価値を「利用価値」と「社会的価値」

の 2 側面から捉えた。これを表明

選好法により評価把握するにあた

り、当該インフラや対象地との関

わりの深さの影響を考慮した具体

的な調査手法について検討を行っ

た。令和 7 年度は、具体的な調査票

案を取りまとめるとともに、評価

の試行と評価事例の蓄積を行い、

その成果を反映した「評価システ

ム」の案（図-6）として整理した。 

図-3 沿道の溜まり空間の実証実験の計画立案 

モニター走行実験で溜まり空間の適正な配置や眺望情報等を把握 

利尻島 
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図-6  景観形成に対する個人の価値評価の違いと 

その要因を把握し、適切に集計分析するための 

評価システムの案（評価試行段階） 

図-5 自転車道の凍上対策前後の路面性状の比較 

凍上対策前 凍上対策 6年後 

加速度の波形は凍上対策

前と比較し、6 年経過し

ても加速度値が小さい状

態を維持している。 

図-4 道路標識の改善試案に対する意向分析 
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RESEARCH AND DEVELOPMENT ON REDESIGN OF PUBLIC SPACES FOR 
COMFORTABLE AND HIGH-QUALITY OF LIFE 

 
Research Period ：FY2022-2027 
Program Leader ：Director for Special Research 
   FUKUSHIMA Hirofumi 
Research Group ：Special Research (Scenic Landscape)  
    Cold-Region Maintenance Engineering Research Group (Road Maintenance) 
    Cold-Region Road Engineering Research Group (Traffic Engineering) 

 
Abstract ：Research was conducted to develop techniques for redesigning public spaces that will support 
the complex, multilateral utilization of infrastructure, with the aim of realizing comfortable, high-quality 
living in favorable environments of scenic beauty. Major research results obtained by the end of FY 2025 
are presented with regard to the following three specific targets. 
 
①The development of techniques for the planning and design of pedestrian spaces that enrich local areas 
 Clarified the relationship between urban block structures, parking distribution, and impressions of 

walkability in small local cities in Europe.  

 Identified methods for introducing local hubs and pedestrian spaces that encourage walking in small 
local cities in Japan.  

 Analyzed the growth characteristics and tree forms of pruned street trees under different pruning 
practices and environmental conditions.  

 Developed growth curves and tree-form models for street trees and confirmed the potential to 
streamline the collection of fundamental data required for street tree management.  

 
②The development of techniques for the planning, design, and maintenance of suburban road spaces that 

meet diverse needs 
 Regarding planning and design technologies for stay spaces intended for tourism use and regional 

revitalization, big data analysis was used to identify stopover rates at such spaces, and verification 
experiments for practical implementation were planned.  

 For planning and design technologies concerning the appropriate placement of understandable road 
signs and markings on suburban roads, surveys of road user awareness were compiled and analyzed, 
and field investigations on wintertime sign visibility were conducted.  

 For cycling spaces, pavement conditions on the Kushiro–Akan Bicycle Path were investigated before 
frost-heave countermeasures and six years after the implementation of the frost-suppression layer 
thickening method, confirming the effectiveness of the method.  

 
③The development of techniques for evaluating landscapes toward landscape improvement 
 Concerning the effects and value of landscape formation, case studies were conducted to evaluate the 

value of landscape formation based on an evaluation model for assessing landscape effects, with the 
goal of constructing a stated-preference-based evaluation system.  

 As a result, a draft survey questionnaire model was compiled, evaluation case studies were 
accumulated, and these findings were integrated into a proposed “Evaluation System for the Value of 
Landscape Formation.”  

 
Keywords : Redesigning public spaces, Pedestrian spaces, Management of street trees, Suburban road 
spaces, Value of landscape improvement 
 



 

  

13.1  地方部小都市等における歩行空間の計画・設計技術に関する研究 

研究予算：運営費交付金 

研究期間：令 4～令 9 

担当チーム：地域景観チーム 

研究担当者： 岩田圭佑、笠間聡、上田真代、福島宏文 

 

本研究では、①の達成目標について、以下の成果を得た。 

・欧州地方小都市の街区構造・駐車場分布と街歩きの印象の関係性解明 

欧州小都市の街区構造および駐車場分布と街歩きの印象分布を把握し、街区のサイズと階層性、結節点と

パスの連担、駐車場の分布と周辺空間との連担が、街歩きを促す印象的な空間・出来事の出現や経路選択に

影響することを解明した。 

・国内地方小都市の街歩きを促す地域拠点及び歩行空間の導入方法の検討 

街歩きモニターの意識・行動と街区特性の関係性について都市間比較調査などから、空間の魅力創出およ

び地域との交流や地域情報取得の機会を促す地域拠点および歩行空間の整備・改善の要素を把握した。 

（論文リスト c-13、c-14、f-1） 

 

キーワード：歩行空間、地方小都市、街歩き、滞留、回遊 

 

 

13.2  デジタル技術を活用した街路樹マネジメントの省力化に関する研究 

研究予算：運営費交付金 

研究期間：令 4～令 9 

担当チーム：地域景観チーム 

研究担当者：福島宏文、榎本碧、増澤諭香 

 

本研究では、①の達成目標について、以下の成果を得た。 

剪定を受ける街路樹の生育特性の把握について、地上レーザー計測により、積雪寒冷地の街路樹 10 種につ

いて 2 年間計測し、剪定や環境条件による生育特性と樹形の特徴を分析した。これにより、街路樹の成長曲

線と樹形モデルを構築し、街路樹管理に必要な樹木ごとの基礎データ収集を省力化できる可能性を確認した。 

今後は収集した点群データおよび画像を活用し、剪定や樹形の良否、健全度を評価する手法の開発を進め、

街路樹管理の効率化・最適化に貢献したい。 

（論文リスト c-1、c-3、c-11） 

 

キーワード：街路樹、樹冠、予測、樹形、深層学習 

 

  



 

  

13.3  郊外部における多様なニーズに応える積雪寒冷地の道路空間リデザインに関する研究 

研究予算：運営費交付金 

研究期間：令 4～令 9 

担当チーム：地域景観チーム、寒地交通チーム、寒地道路保全チーム 

研究担当者：福島宏文、田宮敬士、大部裕次、 

中村浩、本田卓己、倉田和幸、丸山記美雄、遠藤康男 

 

本研究では、②の達成目標について、以下の成果を得た。 

観光利用や地域振興を目的とした溜まり空間の計画・設計技術について、ビッグデータにより溜まり空間

の立寄率を把握し、実現場での実装を通じた検証実験の計画立案を行った。今後、その実験検証を進める。 

郊外部道路における分かりやすい標識・標示の適正配置の計画・設計技術について、道路利用者意識調査

の集計・分析及び冬期の標識視認性影響等の現地調査を実施した。 

サイクル走行空間について、釧路阿寒自転車道にて凍上抑制層増厚工法による凍上対策前と凍上対策 6 年

後の路面性状を調査し、凍上抑制層増厚工法が有効であることを把握した。 

（論文リスト c-17、c-18、f-2、f-3） 

 

キーワード：沿道の溜まり空間、ビッグデータ、景観、標識・標示、サイクル走行空間 

 

 

13.4  公共事業における景観形成による効果と価値の評価・マネジメント手法に関する研究 

研究予算：運営費交付金 

研究期間：令 4～令 9 

担当チーム：地域景観チーム 

研究担当者：笠間聡、福島宏文 

 

本研究では、③の達成目標について、以下の成果を得た。 

景観形成による効果と価値については、令和 6 年度成果において、「利用価値」と「社会的価値」の 2 側面

から評価する必要を把握し、「景観形成による効果の把握評価モデル・試案」として整理していたところであ

る。これについて令和 7 年度は、学会発表なども通じて論考を深め、また実際の評価・調査手法として具体

化を試みた。上述の景観形成による効果の把握評価モデルを踏まえ、これを表明選好法により評価把握する

システムを構築することを目標に、景観形成の価値の評価のケーススタディを実施した。これにより、モデ

ルとしての具体の調査票案を取りまとめるとともに、評価事例の蓄積を行い、またこれらを反映して「景観

形成の価値に関する評価システム」の案（前掲の図-6）として取りまとめた。 

（論文リスト c-7、c-8） 

 

キーワード： 景観の価値、景観効果、景観検討、経済評価、事業評価 
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 学術誌等による成果普及 

査読無し論文・国内（計 18 本） 

c-1) 榎本碧、増澤諭香、福島宏文：航空写真と深層学習を活用した街路樹の効率的なデータ把握方法

の検討、2025 年度日本造園学会全国大会、2025.5 

c-2) 永長哲也、大部裕次：新たな電線類地中化工法「トレンチャー工法」の手引き改訂の概要、2025

年（第 43 回）電気設備学会全国大会、2025.8 

c-3) 榎本碧、福島宏文：空中写真と深層学習を用いた街路樹データ抽出と自治体での活用可能性、第

36 回日本道路会議、2025.11 

c-4) 大部裕次、榎本碧、福島宏文：ラウンドアバウトにおける無電柱化の効率的な進め方に関する考

察、第 36 回日本道路会議、2025.11 

c-5) 永長哲也、大部裕次：電線類地中化におけるトレンチャー工法の実践的技術の蓄積と検証、第 36

回日本道路会議、2025.11 

c-6) 上田真代、大部裕次、福島宏文：フェーズフリーの視点を取り入れた「道の駅」の防災機能向上の

取り組み、第 36 回日本道路会議、2025.11 

c-7) 笠間聡、福島宏文：景観形成による効果と価値の評価手法に関する論考～公共事業がもたらす景

観や環境の改変とその影響に着目して、第 72 回 土木計画学研究発表会・秋大会、2025.11 

c-8) 大部裕次、笠間聡、福島宏文：地域の景観イメージ向上の観点からの無電柱化対象箇所選定に関

する評価手法の検討、第 72 回土木計画学研究発表会・秋大会、2025.11 

c-9) 永長哲也、大部裕次：無電柱化施工におけるトレンチャー工法の普及に向けた取組、第 72 回土木

計画学研究発表会・秋大会、2025.11 

c-10) 永長哲也：トレンチャー掘削による掘削断面積と施工速度の関係、令和 7 年度建設施工と建設機

械シンポジウム、2025.11 

c-11) 榎本碧、福島宏文：汎用 GIS と AI を用いた街路樹の植栽位置と樹冠の把握、都市計画学会北海

道支部 2025 年度研究発表会、2025.11 

c-12) 福島宏文、岸邦宏：⽯狩湾新港を対象とした洋上⾵⼒発電事業に対する住⺠意向に関する研究、

第 21 回土木学会景観・デザイン研究発表会、2025.12 

c-13) 大部裕次、上田真代、岩田圭佑：街歩きモニターの意識・行動と街区特性の関係に関する考察、第

69 回北海道開発技術研究発表会、2026.2 

c-14) 上田真代、大部裕次、岩田圭佑：「道の駅」の整備効果向上に資する多様な主体との連携手法、第

69 回北海道開発技術研究発表会、2026.2 

c-15) 大部裕次、福島宏文、永長哲也：トレンチャー工法導入促進に向けた計画・設計段階における検

討フローの提示、令和 7 年度土木学会全国大会 第 80 回年次学術講演会、2025.9 

c-16) 永長哲也、大部裕次：「ケーブル埋設用掘削機械（トレンチャー）を活用した施工の手引き」の改

訂、令和 7 年度土木学会全国大会 第 80 回年次学術講演会、2025.9 

c-17) 遠藤康男、丸山記美雄、：釧路阿寒自転車道の凍上損傷区間における補修対策の効果に関する一検

討、第 69 回北海道開発技術研究発表会、2026.2 

c-18) 本田卓己、倉田和幸、中村浩：郊外部における安全・安心で分かりやすい新たな道路標識と適正

配置に関する検討、第 69 回北海道開発技術研究発表会、2026.2 
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e-3) 福島宏文：景観検討にどう取り組むか、ベース設計資料、No.197 2025 年後期版、2025.9 
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